
【基本方針】

【重点目標】

Ｅ：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

【達成度について】

Ａ：達成（目標を達成することができた。100%）

Ｂ：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）

Ｃ：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）

Ｄ：未達成（目標達成に向け取り組んだが、目標達成に至らなかった。50%未満）

上下水道部 瀬田友之

Ａ

令和5年度
達成状況

Ａ

水道システムの強靭化

利便性と快適性の高い住みよいまち 分野 上水道

安定的な事業運営

（１）
令和5年度
達成状況

Ｃ

分野安全で安心して健やかに暮らせるまち 防災

浸水被害の防止

令和５年度 上下水道部の運営方針

部 部長

2

目標 （３）
令和5年度
達成状況

Ａ

利便性と快適性の高い住みよいまち 分野 下水道

生活排水の適正な処理

「安全で安心して健やかに暮らせるまち」、「利便性と快適性の高い住みよいまち」を目標に事業を推進
します。

下水道事業では、公共下水道整備第８次五箇年計画及びストックマネジメント計画に基づき、次の事業に
取り組みます。
① 浸水：雨水ポンプ場施設の老朽化設備機器の改築更新と片山雨水ポンプ場に市内の雨水ポンプ場を遠
方監視する装置の整備
② 生活排水：公共下水道の整備推進と公共下水道計画区域外での市町村設置型浄化槽の整備
③ 持続的・効率的な下水道サービスの提供：包括的民間業務委託の導入による下水道管路等の迅速かつ
適正な維持管理

水道事業では、柏原市水道事業ビジョン2019～2028の理想像である安全・強靭・持続の実現を目指し、次
の事業を進めます。
④ 水道システムの強靭化：老朽化した施設管路等の更新
⑤ 安定的な事業運営：水道水の安定供給と運営基盤の強化
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目標

3

目標 （３） 利便性と快適性の高い住みよいまち 分野

持続的・効率的な下水道サービスの提供

令和5年度
達成状況

Ａ

令和5年度
達成状況

下水道

利便性と快適性の高い住みよいまち 分野 上水道

5

目標 （３）

4

目標 （３）



→

上下水道部

達成度

ストックマネジメント計画に基づき市内の雨水
ポンプ場を遠方監視するシステムの構築を進め
ます。

片山雨水ポンプ場に市内の雨水ポン
プ場を遠方監視する装置の整備が完
成しました。

Ａ

達成

→

ストックマネジメント計画に基づき雨水ポンプ
場の設備の改築・更新工事を進め、施設の信頼
性・機能性の向上を図ります。

今年度の達成目標 達成状況

今年度の達成目標

浸水被害の防止

部

重点目標 1

↓ ↑
具体的取組

→

具体的な取組実績

国分第２雨水ポンプ場及び国分市場第１雨水ポ
ンプ場のポンプ・電気設備の更新に取り組みま
した。しかし、国分第２雨水ポンプ場において
は、関係機関（所轄消防）との協議、国分市場
第１雨水ポンプ場については、ポンプ設備の効
果的な機器配置と躯体構造確認等で不測の期間
を要し、全ての更新が年度内に完成ができませ
んでした。

老朽化したポンプ・電気設備の更新を行いま
す。

総合評価・総括

達成状況 達成度

完成が遅れている令和５年度分の国
分第２雨水ポンプ場、国分市場第１
雨水ポンプ場のポンプ・電気設備の
更新工事は令和６年９月末の完成を
目指し、現在、鋭意施行中です。完
成後は施設の信頼性・機能性の向上
が図られます。

Ｃ

一部達成

具体的取組 具体的な取組実績

→
国分第２雨水ポンプ場の遠方監視制御する装置
を片山雨水ポンプ場に整備することができまし
た。

全体の達成度

片山雨水ポンプ場に遠方監視するための装置の
整備を進めます。

所管室・課 下水工務課

所管室・課 下水工務課

Ｃ今年度予定していた雨水ポンプ場設備の更新をすべて完成することはできませんでした
が、台風時の大雨や突発的な集中豪雨等による浸水被害の軽減を図るため、計画的に雨水
ポンプ場の設備機器の更新を進めています。

一部達成

今後検討すべきこと

引き続き、ストックマネジメント計画（令和２年度～令和６年度）に基づいて、老朽化した雨水ポンプ場設備の更新
を進める他、多発する台風時の大雨や突発的な集中豪雨等に対し、日常点検、年次点検に努め、設備機器の状態を把
握し、予防的維持管理に取り組みます。また、下水道施設全体の中長期的な施設の状態を予測しながら、維持管理、
改築を一体的に捉えて計画的かつ効率的に管理する「第２期ストックマネジメント計画」を策定します。



公共下水道整備第８次五箇年計画の達成に向けて着実に汚水整備を進めるために、整備区域等の精査を行
います。

総合評価・総括 全体の達成度

公共下水道整備第８次五箇年計画に基づく計画的な汚水整備を進めた結果、人口普及率８
８.９％を達成することができました。

Ａ

達成

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

約３ｈａの汚水整備を行います。

→
高井田、古町、国分市場、田辺、東条町地区な
ど合わせて約３haの整備を完了することができ
ました。

所管室・課 下水工務課

↓ ↑

公共下水道整備第８次五箇年計画に基づき汚水
整備を行い、令和５年度末の人口普及率８８．
８％を目指します。 → 令和５年度末の人口普及率８８.９％

を達成することができました。

Ａ

達成

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 上下水道部

重点目標 2 生活排水の適正な処理



包括的民間業務委託を確実に機能させるため、発注者側、受注者側の双方がモニタリングを実施し、その
結果を踏まえたPDCAサイクルにより業務改善を行います。また、第２期包括的民間業務委託する業務内容
の仕様書、要求水準書等に反映させます。

総合評価・総括 全体の達成度

包括的民間業務委託の事業者と令和５年６月６日に契約を締結し、令和５年７月１日から
業務を開始することができ、住民対応や緊急時対応の迅速化、適正化が図ることができま
した。

Ａ

達成

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

包括的民間業務委託を開始するため、事業者と
要求水準書・提案書等の確認を行い、契約を締
結します。 → 包括的民間業務委託の事業者と契約に向けた協

議を実施し、契約を締結しました。

所管室・課 下水工務課

↓ ↑

包括的民間業務委託を導入し、維持管理業務の
迅速化、適正化の向上を図ります。 →

令和５年７月から包括的民間業務委
託を開始し、住民対応や緊急時対応
の迅速化、適正化が図られるととも
に、事務手続の効率化を図ることが
できました。

Ａ

達成

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 上下水道部

重点目標 3 持続的・効率的な下水道サービスの提供



老朽化した管路や機械･電気設備の更新については、水道事業ビジョン（2019-2028）に基づき計画的に行
うことを基本としつつ、各施設の老朽化の状態を把握し、更新の必要な箇所を適宜見極めながら引き続き
取り組みます。

総合評価・総括 全体の達成度

老朽化した機械･電気設備を計画的に更新･改良することで、設備故障による断水などで市
民生活への影響を抑制し、水道の安定供給を維持しています。
今年度に予定していた老朽化した管路について、予定通り更新を行い、目標としていた耐
震適合率約47％は達成できました。

Ａ

達成

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

水道管約３㎞を更新します。

→ 老朽化した管路の更新は順調に進捗し、令和５
年度末で約３㎞の水道管路を整備しました。

所管室・課 水道工務課

具体的取組 具体的な取組実績

玉手浄水場、鉄工団地ポンプ場他において、ポ
ンプ及び制御機器などの設備を更新します。 →

予定していた玉手浄水場、鉄工団地ポンプ場及
び円明受水場のポンプ及び制御機器などの更新
は、すべて完了しました。

所管室・課 水道工務課

↓ ↑

老朽化した機械設備や電気設備を更新し、設備
の信頼性向上を図ります。 →

老朽化した機械設備や電気設備を更
新することにより、故障による断水
リスク等が低減し、設備の信頼性の
向上が図られました。

Ａ

達成

今年度の達成目標 達成状況 達成度

老朽化した管路の更新、耐震化を進め、管路の
耐震適合率47％を目指します。 →

令和５年度末で管路延長約259㎞の
内、約121㎞が耐震化され、耐震適合
率は予定通り約47％を達成しまし
た。

Ａ

達成

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 上下水道部

重点目標 4 水道システムの強靭化



次年度は、国分地区を中心に調査･点検等、維持管理の業務を実施します。
大阪広域水道企業団との統合については、引き続き残る５団体で統合協議を継続します。

総合評価・総括 全体の達成度

柏原地区の漏水調査と水管橋･弁栓類の点検等を行うことで、市民生活に大きな影響を及
ぼす前に修繕することができ、水道の安定供給を維持できました。
大阪広域水道企業団との統合協議に関しては、令和７年度に統合する方針が決定されまし
た。ただし、統合予定の６団体のうち１団体が統合協議を継続しないことを決定されたた
め、６団体での統合協議は不成立となりました。

Ａ

達成

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

近隣団体との業務の共同発注及び大阪広域水道
企業団との統合に向けた検討、協議を行いま
す。 → 大阪広域水道企業団との統合に向けて統合案が

策定され、統合による効果がまとまりました。

所管室・課 経営総務課

具体的取組 具体的な取組実績

柏原地区を中心に漏水調査と水管橋・弁栓類の
点検などを行うことにより、維持管理を行いま
す。 →

柏原地区の144㎞の漏水調査、水管橋･弁栓類の
点検の他、市内68箇所の重要ポイントで管路常
時監視を行いました。その結果、133箇所の修
繕や補修が必要な箇所を発見することができ、
早期の処置につなげることができました。

所管室・課 水道工務課

↓ ↑

漏水や設備異常の早期発見と修繕により、水の
安定供給を維持します。 →

管路の調査点検により、本管漏水や
設備異常の早期発見による修繕につ
ながり、水の安定供給を維持するこ
とができました。

Ａ

達成

今年度の達成目標 達成状況 達成度

近隣団体との広域連携を進めるとともに、大阪
広域水道企業団と令和７年度に統合する方針を
決定します。 →

大阪広域水道企業団との統合検討に
おいては、統合案が策定され、それ
に基づき市議会で令和７年度に統合
する方針が決定されました。

Ａ

達成

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 上下水道部

重点目標 5 安定的な事業運営


